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輸出額（対前年比） 輸入額（対前年比）

8.8%（前年比）
福岡エリア賃料成長率

2.2%（前年比）
国道16号沿線エリア賃料成長率

1.9%（前年比）
大阪内陸エリア賃料成長率

出典：Cushman & Wakefield 
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日本経済指標
Q1 2021

今後12ヵ月
の予測

今後12ヵ月
の予測

年間
変動

年間
変動

物流施設 2021年上半期
日本

ワクチン普及による主要国の貿易回復が顕著に
2021年第1四半期の輸出額は19兆1960億円となり、前年同期比6％増となった。中国向けの半導体やプラスチックが好調だった他、アメリカおよびEU向けの自動車や
自動車部品も3月以降増加に転じている。1月・4月に発令された2度の緊急事態宣言で入国制限措置が継続しており、国際移動は今だ厳しい状況にある。海上輸
送は需要は堅調ではあるものの、引き続き世界的コンテナ不足に起因する遅延および運賃高騰が起きている。航空輸送は船からの貨物流入もあり堅調で、国際航空
の貨物輸送量は3月の速報値で前年同期比21.2％増、4か月連続の2桁成長となった。主要国において新型コロナウイルスのワクチン接種が進んだことによって貿易回
復が顕著な結果となった。

3大都市圏の外に広がる新規供給
Eコマースは生活インフラとしての浸透が更に進み、それに付随した物流施設需要も堅調に推移している。経済産業省の発表では2019年時点で既にスマートフォン経由
の市場規模が全体の42.4%と半数に迫っており、コロナ禍でSNSのライブ配信を通じたライブコマースの拡大も追い風となる中、オンライン上の消費行動の間口が大きく
広がっている。より消費地に近い国道16号線沿線のプライム賃料は、新規供給の影響により前年同期比2.2％成長の4,600円となった。また、今期は栃木県宇都宮市、
富山県射水市、静岡県掛川市など、大都市圏外縁部や地方都市での竣工が目立った。スピーディな小口配送需要に起因する物流の広域化・複雑化などへの対応
が期待されている。関東および大阪内陸エリアでは引き続き需要が旺盛で供給が後追いとなっている。

まちづくりを担う大型物流施設
東京湾岸の千葉県船橋市では、6月に三井不動産のMFLP船橋Ⅲが竣工し、3棟の物流施設から成る総延床面積約70万㎡の「MFLP船橋」が8年越しに完成した。
「街づくり型ロジスティクスパーク」と位置付けられた同プロジェクトは、総面積約18万4,000㎡の敷地内にアイススケートリンクや約2万㎡の緑地空間が設けられ、隣接す
る「IKEA Tokyo-Bay」や同社運営の商業施設「ららぽーとTOKYO-BAY」と一体化した地域の賑わいを形成している。プロロジスの愛知県東海市の開発や日本GLP
の大阪市東住吉区の開発等でも、敷地内に緑地を設ける等、区域内の公園やスポーツ施設、商業施設と一体感のある計画となっている。最新鋭の設備が充実した
大型物流施設は、拡大する配送需要の中で安定した雇用をもたらすだけでなく、災害時の一時防災拠点としての役割も担う等、自治体にとっても地域の新興と安全に
大きく貢献する重要施設としての位置づけとなりつつある。大阪市中心部では、等価交換方式によってSOSiLA大阪の物流施設開発が行われるなど、物流投資家によ
る市街地の新陳代謝を促す動きもみられる。

日本の輸出入総額 全国物流施設募集賃料

出典：財務省 出典：Cushman & Wakefield
注記：15,000坪以上のマルチテナント型大型物流施設を調査対象、福岡のみ5,000坪以上の施設を対象
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募集賃料の推移

出典：Cushman & Wakefield  注記：15,000坪以上のマルチテナント型大型物流施設が調査対象
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プライム賃料

エリア 円／坪／月 米ドル／SF／年 年間変動率 今後12ヵ月の予測

首都圏湾岸 8,500 25.81 0.00%

外環道沿線 6,300 19.13 0.00%

国道16号沿線 4,600 13.97 2.22%

USD/JPY = 111.05

主な新施設

施設名 竣工 立地 面積 (SQ.M.) 面積 (SF)

MFLP船橋III 2021年6月 船橋 271,051 2,917,566

ESR川崎夜光ディストリビューションセンター 2021年4月 川崎 78,119 840,865

CPD枚方 2021年5月 大阪 74,324 800,015

出典：LNEWS

テナント動向（移転／拡張）

出典：LNEWS

ESR川崎夜光ディストリビューションセンター

MFLP船橋III

提供：三井不動産㈱

テナント名 予定時期 立地 施設名

ビームス 2021年2月 交野 ロジスクエア大阪交野
ロコンド 2021年4月 八千代 GLP八千代III

ショップチャンネル 2022年4月 船橋 MFLP船橋III

提供：ESR㈱

cushmanwakefield.com

亀井 佑子
リサーチ＆コンサルティング
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